
  

 

混
み
合
っ
て
い
る
枝
葉
等
の
伸
び
方

か
ら
、
ど
の
枝
葉
を
切
る
と
良
く
な

る
か
な
ど
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

毎
年
参
加
さ
れ
る
方
が
入
れ
替

わ
り
、
最
近
は
女
性
の
方
も
加
わ

り
新
し
い
人
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち
さ
と 

ハ
リ
ヨ
っ
子 

台
風
１５
号
に
よ
る
千

葉
県
で
の
停
電
の
長
さ

に
は
驚
き
ま
し
た
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
で

は
、
電
気
の
復
旧
が
一

番
早
い
と
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
す
▼
千
葉
市
で

の
瞬
間
最
大
風
速
は

５７
・
５
㍍
。
千
葉
県
を

中
心
に
電
柱
２
千
本
が

倒
壊
や
損
傷
し
た
よ
う

で
す
。
ま
た
倒
木
も
多

数
あ
り
、
電
気
の
復
旧

工
事
の
妨
げ
に
な
っ
た

よ
う
で
す
▼
去
年
は
表

佐
の
一
部
地
域
で
１
日

以
上
の
停
電
が
あ
り
ま

し
た
ね
。
た
っ
た
１
日

で
も
大
変
な
の
に
、
何

週
間
も
停
電
だ
と
、
電

気
に
か
な
り
頼
っ
た
生

活
に
な
っ
て
い
る
現

在
、
小
さ
い
子
や
お
年

寄
り
、
病
人
が
い
る
家

庭
で
は
「
避
難
」
も
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
▼
ま
ず
は
「
自
助
」。

防
災
コ
ー
ナ
ー
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ち

な
み
に
発
電
機
が
あ
る

自
治
会
の
防
災
倉
庫
は

共
栄
だ
け
で
す
。 

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り 

2019年10月 １日 
表佐まちづくり協議会 
垂井町表佐1723-1 
Tel・Fax22-1011 
Mail:osakou@town
.tarui.lg.jp 

広報部会 

９
月
７
日
（土
）表
佐
地
区
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
他
に
お
い
て
、
剪
定
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
は
セ
ン
タ

ー
東
に
植
樹
し
て
あ
る
ム
ク
ゲ
、
サ
ザ

ン
カ
、
カ
シ
等
の
樹
木
を
講
師
さ
ん
か

ら
切
る
所
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
方
々
は
、
木
を
切
ろ

う
と
し
て
も
思
う
よ
う
に
切
れ
ず
い
ろ

い
ろ
と
尋
ね
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
何

回
も
経
験
し
て
い
る
方
は
動
作
が
早

く
仕
上
げ
て
み
え
ま
し
た
。
次
は
松
の

剪
定
で
す
。
松
は
、
皆
さ
ん
が
一
番
に

覚
え
た
い
木
で
も
あ
り
、
講
師
の
方
が

  

緊
急
特
別
編 

停
電
に
備
え
る 

普
段
か
ら
備
え
て
お
く
と
よ
い
物 

・
手
回
し
ラ
ジ
オ 

・
懐
中
電
灯
に
な
る
ラ
ン
タ
ン 

・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
（
携 

帯
電
話
用
） 

・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
カ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー 

・
単
三
・
単
四
電
池
と 

ア
ダ
プ
タ 

・
ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
タ
ー 

（
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上 

が
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
物
4,000
円
～
） 

・
卓
上
扇
風
機 

停
電
に
な
り
そ
う
な
と
き 

・
車
の
燃
料
を
満
タ
ン
に
し
て 

お
く
。（
エ
ア
コ
ン
・
電
源 

の
確
保
） 

・
お
風
呂
を
わ
か
し
て
お
く 

・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
や
ジ
ャ
ン
プ
ス
タ

ー
タ
ー
の
充
電 

・
懐
中
電
灯
や
ラ
ン
タ
ン
の
場
所
と
電
池
を

確
認 

・
冷
凍
庫
を
満
タ
ン
に
し
て
、
保
冷
剤
を
冷

蔵
室
の
最
上
部
に
セ
ッ
ト 

停
電
に
な
っ
た
と
き
は 

・
照
明
の
確
保 

・
冷
蔵
庫
を
封
印
す
る
（
３
時
間
程
度
も
ち

ま
す
） 

・
家
族
が
一
カ
所
に
集
ま
る
・
通
電
火
災
に

備
え
る
・
電
源
復
旧
時
の
準
備 

 

今
年
の
表
佐
祭
り
で
の
太
鼓
踊
り
は

１４
年
ぶ
り
の
「
出
踊
り
」
で
す
。
前
々

回
は
３４
年
前
、
そ
の
前
は
６４
年
前
で

す
。 

「
出
踊
り
」
と
は
、
全
住
民
総
出
で

国
、
地
域
の
慶
祝
の
時
の
み
特
別
に
行

う
踊
り
で
、
雨
乞
い
の
礼
踊
り
の
形
態

を
残
し
て
い
ま
す
。
古
式
に
の
っ
と

り
、
よ
り
正
式
に
、
よ
り
正
確
に
、
よ

り
正
装
で
再
現
し
ま
す
。 

 

具
体
的
に
例
年
と
の
違
い
は
、
打
ち

込
み
（
入
場
）
の
隊
列
に
行
燈
や
露
拂

い
、
そ
れ
に
子
ど
も
達
に
よ
る
軍
配
が

あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
中
央
付
近
で

叩
き
踊
る
「
役
太
鼓
」
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
例
年
は
曲
の
一
部
を
省
略
し

て
い
ま
す
が
、
出
踊
り
は
、「
フ
ル
バ

ー
ジ
ョ
ン
」
で
す
。 

 

３
３
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
私
た
ち

の
祖
先
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
き
た

表
佐
太
鼓
踊
り
。
今
後
さ
ら
に
保
存
育

成
に
努
め
、
さ
ら
に
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
の
が
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
今

回
の
出
踊
り
は
、
次
世
代
へ
の
継
承
へ

の
再
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

「
継
承
」
と
は
、
音
頭
の
歌
い

方
、
太
鼓
や
鉦
鼓
（
し
ょ
う
ご
）

の
叩
き
方
、
踊
り
方
、
采
（
ざ

い
）
の
振
り
方
を
正
し
く
将
来
に

伝
え
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
こ
の
表
佐
太
鼓
踊
り
を
支

え
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
継
承
す

る
こ
と
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

金
銭
面
で
の
「
支
え
」
も
必
要

で
す
が
、
そ
の
場
に
い
て
、
太
鼓

踊
り
を
見
る
こ
と
、
拍
手
を
す
る

こ
と
、
声
を
か
け
る
こ
と
も
「
支

え
」
で
す
。 

表
佐
太
鼓
踊
り
出
踊
り
の
、
場

と
時
を
た
く
さ
ん
の
人
で
共
有
す

る
こ
と
も
、
将
来
へ
の
大
切
な
継

承
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
は
餅
ま
き
も
あ
り
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

防
災
コ
ー
ナ
ー 

伝
統
を
引
き
継
ぐ 

表
佐
太
鼓
踊
り
出
踊
り 

 ×
 

広
報
ち
さ
と
８
月
１
日
号
の
「
ハ
リ
ヨ
っ
子
」
で
、

広
島
の
原
爆
忌
が
「
８
月
４
日
」
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
８
月
６
日
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

が
ん
ば
る
表
佐
の
子 

表
佐
野
球
少
年
団 

表
佐
剣
道
少
年
団 

 

夏
休
み
中
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩

り
に
行
き
ま
し
た
。
稽
古
と
は
違

っ
た
雰
囲
気
で
み
ん
な
で
楽
し
く

活
動
で
き
ま
し
た
。 

 

１０
月
１３
日
の
町
民
運
動
会
で

は
、
普
段
の
稽
古
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
見
に
来
て

く
だ
さ
い
！ 

西
濃
地
区
少
年
野
球

大
会
が
開
幕
し
ま
し

た
。
９
月
１
日
、
１
回

戦
は
赤
坂
ク
ラ
ブ
と
戦

い
、
１０
対
３
で
勝
利

し
ま
し
た
。
７
年
ぶ
り

の
初
戦
突
破
で
し
た
。 

９
月
１４
日
、
続
く

２
回
戦
は
平
田
ク
ラ
ブ

と
戦
い
、
惜
し
く
も
２

対
３
で
敗
れ
ま
し
た
。

負
け
は
し
ま
し
た
が
、

行事・講座・教室名 

実 施 日 時 間 場 所 

陶芸教室 募集は終了しました 

10 月 3.10.17 日(木) 19:30～21:30 表佐まちセン 

表佐祭 表佐最大のイベント！今年は１４年ぶりの出踊り  

10 月 ６日（日） 詳しくは先月の回覧や広報ちさとで 

表佐地区町民体育祭 （雨天中止）競技と応援で参加を！ 

10 月１３日（日） 8:30～14:50 表佐小グラウンド 

スポーツ教室 キンボール 直径１２２㎝のボールを使います 

10 月 19 日、26 日、11 月 2 日、9 日、16 日 全て土曜日 

いずれも 19:30～21:30 表佐小体育館 持ち物等は回覧で 

いきいきふれあいサロン 歌と皿回しや腹話術などを楽しみます      

10 月２４日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

ちさと子ども教室 ショートテニスをやってみよう 

10 月２６日（土） 9:30～11:30 表佐小体育館 

手芸教室 手編みの円座と干支の編みぐるみを作ります（募集中） 

10 月 26 日（土）、９日（土）14:00～16:00 表佐まちセン 
 

 

10・11月の休館日 
10 月 １日(火) 

８日(火) 
１４日(月) 
１５日(火) 
２２日(火) 
２３日(水) 
２９日(火) 

 

１０・１１月の行事・講座 

 

湊
の
位
置
は
未
だ
確
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
今
と
な
っ
て
は
、
各

考
察
か
ら
で
し
か
説
明
が
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
天
正
一
四
年

（
一
五
六
八
）
時
の
豊
臣
秀
吉
は

京
に
大
仏
殿
や
伏
見
城
を
建
て
る

た
め
に
と
各
方
面
か
ら
用
材
の
伐

出
を
割
り
当
て
ら
れ
河
川
が
重
要

な
交
通
機
関
で
あ
り
ま
し
た
。 

木
曽
川
か
ら
墨
俣
を
経
て
揖
斐 

川
、
相
川
、
泥
川
ま
で
上
り
、

表
佐
湊
（
二
つ
圦
）
で
陸
揚
げ
さ

れ
運
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
六
六
○

年
ご
ろ
ま
で
利
用
さ
れ
、
そ
の
後

は
衰
退
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

（
ふ
る
さ
と
表
佐 

史
跡
探
訪
物

語 

表
佐
公
民
館
よ
り
） 

輸
送
を
命
じ
ら
れ
た
武
将
の
一

人
は
岩
手
城
主
竹
中
重
門
で
す
。 

表
佐
を
出
た
材
木
は
、
柏
原―

朝
妻―

大
津
を
経
て
、
京
都
に
着

き
ま
す
。（
新
修
垂
井
町
史 

通

史
編 
平
成
８
年
２
月 

参
照
） 

スポーツ教室 キンボール １１月からの参加も OKです  
 

11 月 2.9.16 日（土） 19:30～21:30 表佐小学校 

陶芸教室 募集は終了しました 

11 月 ７日(木) 19:30～21:30 表佐まちセン 

三世代親子なかよし祭り おじいさん、おばあさんも是非どうぞ 

11 月 ９日（土） 8:30～11:10 表佐小学校 

手芸教室 １０月１９日で募集は終了です。 

11 月 ９日（土） 14:00～16:00 表佐まちセン 

ちさと子ども教室 科学を楽しもう 

11 月１６日（土） 9:30～11:30 表佐まちセン 

スポレク大会 ｽﾄﾗｯｸｱｳﾄ、ペタンク、ｷｬｯﾁﾝｸﾞ・ｻﾞ・ｽﾃｨｯｸ 

11 月１７日（日）  9:00～12:00 南体育館 

寄せ植え教室 初春まで飾れる寄せ植えをつくります（後日募集） 

11 月２２日（金） 14:00～15:00 表佐まちセン 

表佐地区文化祭 皆さんの作品・出演をお待ちしています 

11 月２４日（日）  9:00～15:00 表佐小・表佐まちセン 

いきいきふれあいサロン 人形劇や手品を園児と楽しみましょう 

11 月２８日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

園芸教室 秋冬野菜の管理、タマネギの育て方（後日募集） 

11 月２９日（金） 19:30～21:00 表佐まちセン 

 

表
佐
ふ
る
さ
と
巡
り
７ 

表
佐
湊
（
み
な
と
） 

11 月 ３日(日) 
   ５日(火) 

１２日(火) 
１９日(火) 
２５日(月) 
２６日(火) 

 

優
勝
候
補
の
チ
ー
ム
相

手
に
、
声
を
張
り
ノ
ー

エ
ラ
ー
で
戦
う
姿
は
立

派
で
し
た
。 


